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論文の内容の要旨

　硫安系強誘電体と呼ばれるA2BX4タイプの誘電体であるRb2Z棚r4は古くから研究の対象となっているが低温

における構造と相転移について未解決な点がある。本研究では特にこの物質の低温での逐次相転移とソフトフォ

ノンモードの関連性について中性子散乱，放射光及びX線散乱を用いて調べた。まず，大型の単結晶を水溶液蒸

発法で育成し，原研J　R　R－3M原子炉内に設置された回折計を用いて中性子散乱実験を行った。その結果，

130Kでフォノンの分散関係を測定すると2つのモードが観測された（L1，H1）。L1モードは二重縮退モー

ドで室温より112Kに向けてソフト化することが確認できた。u2K以下では低エネルギー領域で2つのモード（H

2，L2）が観測された。昼1モードは112Kまではソフト化するが，その温度以下ではわずかにハード化し相

転移には直接寄与していない。さらに，放射光回折実験は高エネルギー物理学研究所放射光実験施設で，また通

常のX線実験は筑波大学物理工学系の装置を用いて，低温相の構造決定を行った。その結果，phase唖，1V，V

での反射の消滅則の違いから空問群はそれぞれP21㎝，P1lb（但し，8個の対称性からなる構造）及びαc1であ

ることが判明した。これらの結果を基に逐次相転移とソフトフォノンモードについて検討し，総合的な考察を行

い相の安定性を理解することが出来た。

審査の結果の要旨

本論文はこの物質に対していままで不明であった逐次相転移とソフトフォノンモードとの関連を追求するため

に，良質かつ大きな単結晶を育成し中性子線と放射光・X線を相補的に利用して数々の新しい実験結果を得たこ

とは大いなる進展があった。今後この種の物質の構造相転移の理解と理論的考察に多いに役立つと思われる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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